
取組の具体① 探求学習の推進

○総合的な学習の時間を核とした探究学習
・生活に直結した地域素材を活用し、全校で大テーマを設定し、共通の課題に対し、各学年がそれぞれの分野（小
テーマ）に分かれ、自分たちの納得解を導き出す学習を展開。
・探究過程を身に付け、自分なりの納得解を学級内、全校集会、学校行事（総合的な学習の時間の発表会「ふくラ
ボ」）で発表する場を設定。

○丘っ子自学タイム（探究）で、個人探究の場を設定。
・丘っ子自学タイム（探究）は週２コマ（２０分×２）設定し、興味関心のある事柄を各自で探究する学習。

取組の具体② 自己調整力の育成

○丘っ子自学タイム（基礎基本）で、個別最適な学び・自己調
整力を育成する場を設定

・丘っ子自学タイム（基礎基本）は週２コマ（２０分×２）設定。自分
で学習計画を立て、必要な学習を自ら選択・決定し、取り組む学
習。丘っ子自学タイム（基礎基本）（探究）ともに、与えられる学び
から脱却し、自己調整力を育成し、自らが求める学びを実施。

取組の具体③ 課題解決型学習展開と福良ヶ丘
小の対話「創輪タイム」のある４０分授業の創造

○５つのＰＩＥＣＥ（５観点）を持った授業の創造
・４０分授業を行う上で、新しい授業のカタチに向け

 ５つの観点を意識して授業を創っている。
①課題解決型思考②主体的・対話的で深い学び
③ＩＣＴ活用 ④４０分授業 ⑤新しい授業スタイル

○「創輪タイム」で協働しながらの学び
・児童自らが対話を求める「創輪タイム」の定着

福良ヶ丘小の根幹 『４０分授業』
《新しい学びのカタチ》の土台となる校時表

【別紙様式】

学力向上に効果のある取組事例
臼杵市立福良ヶ丘小学校

②思考力、判断力、表現力等の育成

【福良ヶ丘小学校の育成を目指す資質・能力】 探究的・論理的思考力
未知の課題に対し、自ら問いを立て、多様な情報をつむぎ合わせながら、自分たちなりの『納得解』を形にす
る力を育む。そして、『納得解』を論理的に導き出す能力を育む。

《新しい学びのカタチ》

総合的な学習の時間
を核とした探求学習

自己調整力を培う
「丘っ子自学タイム」

課題解決型学習展開
深める問いのある
４０分授業の創造

福良ヶ丘小の
対話活動「創輪
タイム」の実施

思考力の育成が自ら学ぶ力と確かな学び
（学力の定着）にもつながる。
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